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婚活支援
令和6年3月定例会｜該当テーマの発言のみを収録。質問・答弁・再質問の順序と文言を維持しています。

この資料は正式会議録から「婚活支援」に関係する発言をテーマ別に抜粋したものです。省略部分は他テーマの発言です。

○１０番（崎尾亮介君） ［登壇］

次に、大きく２項目めの婚活支援の必要性について質問します。今日、婚活を取り巻く環境も変化しており、マッチングアプリの定着によ

り結婚相談所の廃業件数が２０２３年に過去最多となりました。しかし、マッチングアプリは地方と都会で同じ料金でもマッチングする機

会が違い、地方ではなかなか機能しません。日田市におきましても、２０２３年７月にまちづくり活動推進事業として、日田商工会議所青

年部主催で「日田コン」というマッチングパーティーが行われました。男性は日田市在住が条件で、女性は住所の制限がないものです。傾

向として、結婚したい女性より結婚したい男性のほうが多い、具体的には男性の募集はすぐ埋まるということでした。市外からの参加の女

性は女性全体の１０％から２０％程度で、その傾向はコロナ以前も現在も大差ないようです。この市外からの参加の女性を増やすための活

動が、婚活が成果を得るために大事な要素になるのではないかというのが今回の質問の要旨です。そこでお尋ねします。現在、市が取り組

んでいる結婚新生活応援事業の目的とここ数年の成果をお示しください。あとは質問席にて再質問させていただきます。

○企画振興部長（中山敏章君） ［登壇］

私からは婚活支援の必要性についてお答えいたします。お尋ねの結婚新生活応援事業につきましては、若者の結婚新生活に伴う住居費や引っ

越し費用について支援を行うことで、地域の少子化対策及び定住の促進を図ることを目的として、平成２９年度から実施している県の補助

事業でございます。この事業の対象者は、婚姻届提出時の夫婦の年齢が共に３９歳以下で、夫婦の所得の合計が５００万円未満であること

などでございまして、１世帯当たり最大３０万円を補助するものでございます。令和６年度からは、夫婦共に２９歳以下の場合は、１世帯

当たり最大６０万円に拡充して当初予算に計上させていただいております。直近３か年の補助実績としましては、令和２年度が１６件で４

２４万５,０００円、令和３年度が２６件で７４６万２,０００円、令和４年度が３２件で９８２万９,０００円でございます。令和４年度に

この事業を利用した３２名の方に対して行ったアンケートでは、結婚に当たって経済的不安があったかの質問には、あったと回答した方が

８６.２％、この補助金が経済的不安の軽減に役立ったかの質問には、全員が役立ったと回答しており、この事業で結婚が地域に応援されて

いると感じるかの質問には、感じると回答した方が８２.８％という結果でございました。こうしたことから、本事業につきましては、若者

の結婚新生活に伴う経済的不安の解消と、地域に応援されていると感じることで定住促進にもつながる事業と捉えておりまして、今後も継

続してまいりたいと考えております。私からは以上でございます。

○１０番（崎尾亮介君） ［再質問］

次に、婚活支援の再質問をさせていただきます。日田市の入籍の数も減少を続け、令和元年に令和婚でピークを迎えて以降、婚姻届の受理

件数は令和元年が２８３件で以降２１７件、１９４件、１９２件、１５５件と推移しております。ゼクシィ結婚トレンド調査によりますと、

結婚までの交際期間の平均が３.５年前後であることを鑑みれば、新型コロナウイルス感染症の流行以降の出会いの少なさは顕著だと考えま

す。結婚と少子化の相関関係は言うまでもありませんが、日田市においての婚活支援についての今後の方向性について、お示しください。

○企画振興部長（中山敏章君） ［答弁］

出会いの場づくりの今後の方向性ということでございます。現在実施をしております婚活支援といたしましては、県が設置しております会

員制による１対１のお見合いサービスを提供している「ОＩＴＡえんむす部出会いサポートセンター」への登録促進ということで、市のホー

ムページや広報等で周知を行っているほか、令和４年度からにつきましては、県及び関係市町村の７市町村と連携して婚活セミナーを開催

しておるところでございます。このほか民間団体が主催しております婚活イベントにつきましては、広報ですとかホームページなどにより
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まして開催状況の周知を行うなど、側面からの支援を行っているほか、まちづくりや地域活動に活用できる補助金により開催に係る費用の

補助などを行ってきた経緯もございます。今後もこれらの取組を継続していきながら、結婚を望んでいる方への支援を行っていきたいとい

うふうに考えております。

○１０番（崎尾亮介君） ［再質問］

令和２年の国勢調査によりますと、都内２３区を含む政令指定都市の中で、福岡市は１５歳から２９歳の若年率、女性若年率が最も高いで

す。大げさな表現ですが、九州内の若者が福岡に集まることに対してアプローチしていくことが最も効率的であると考えます。現在、就労

の面では福岡市にアプローチしているようですが、出会いの場を創出し、しかるべきところにしかるべきプロモーションをすれば、転入者

の増加を見込めるのではないかと考えておりますが、よければ市の見解をお示しください。

○企画振興部長（中山敏章君） ［答弁］

出会いの場の提供ということでございます。

これまで登壇でお答えしました、結婚新生活応援事業の利用者の約半数が転入の方でございました。そういったことからしますと、市内で

の婚姻が増えるということが転入者の増加のほうに一定の効果があるというふうに考えております。議員御提案の福岡など、都市部のほう

から参加者を募るような形での婚活イベントの開催ということに関しては、市内で市及びその団体等でも、これまで実施した事例というの

はございません。実施する場合いかに効果的な開催にするのか、周知方法について検討が必要ということであったり、実際に何人の方が参

加いただけるのかというような課題もかなり多いかと思います。ですので、逆に都市部のほうで実施されている婚活イベントのほうに積極

的に参加していただくような方法などもあるのかなというふうに考えられますので、他自治体とか団体等でそういったことを行っているよ

うな事例があれば、調査、研究を行っていきたいというふうに考えております。

○１０番（崎尾亮介君） ［再質問］

最後になります。日田市が移住の成果を上げていることは存じております。しかし、日田市の少子化問題は待ったなしです。出生数は年々

減少し、婚姻数も減っております。しかし、日田市におきましては、結婚したい男性はいます。そして、全国的に見れば婚活市場は女性余

りといわれ、特に福岡市は人口比率で見ても女性が多く、婚活市場においてもその影響を受け、女性余りの状況です。状況を丁寧に整えれ

ば女性の流入も可能なように思います。私の考える福岡市へ向けた婚活のプロモーションは、観光を（ ）とし、天瀬川を天の川と見立て「

天の川で星を見よう」や、カヤックを用い「天の川を下ろう」などのアクティビティを通じ、懐かしい地方を彷彿させるＪタウンを狙った

ものです。どんな形でも構いません。先細りの未来に変革を促す、そんな施策に期待して一般質問を終わります。

────────────── ○──────────────


